
ユリノキ・風の便り62

テントウムシのサンバ 1寝劇駆 コゥチュゥロ。テントウムジ科)参照:No.1■ 42、 こ

嫌われるムシがいる一方で好感度抜群のムシれ 渡ヽす。その代表みたいなのがテント

ウムシ。記録した何種類かの総動員です:

すミテントウ

本難羨(紋の数)、 色違いが多い。ここに並べた

二紋型 (紋二つ)と紋型 (紋がいっぱい)のほ

かに四紋型と紅型 (率文無しの赤色)があり、細

かく見ると 100以上が知られているという。

さらに個体差が加わる。生物多様1生だ。模様が

違えば名前も違うと考えてしまうが、学者先生

はさすがにそんな安易な仕分けはしない。

左のカップルの写真は模様違い (メスは二紋

型で紋は赤色、オスは紋型)だが、研究による

と相手の1動求をえり好みしているらしい。お互

いに選′5縫 1不」がある。

↑ 2021/4/11、 解蹄婆浜町1.「浜町|1容動

← 地色が黄色の紋型6

2021/5/12.船 橋・浜町1.「浜町2ヽ動

→ 紋が黄色い二紋二弘
2019/5/17.船 橋・浜町1.「浜町IZ遥珀

ヒメカメノコテントウ

カップルだつたので同種と知った。別展に見つけたら同じ仲間とは思いもよらない。

←オス ↑メス

両万 (他に全体が真っ黒というの

もある)を紹介している図鑑があ

るので、シロート昆虫博士は助か

る。羽の合わせ目の黒い帯が共通

ですという説明もあつたので、な

るほどと納得。

初めて見た瞬間、背中に十字架

2018/5/24.1舒高・浜町■瞭葉鄭各」法面   を背負つているように感じた。

ニジュウヤホシテントウ

すすホシテントウ

昆虫写真といえ|よ 飛び立つ瞬間。用事ついで

に写そうとしヽうムシのよい私には無理。た試たま

羽化したらしいところに出あい、前羽をゆっくり

閉じたり広げたりしているところを写せた。模様

は裏つかわまで届いていると分かつた。はばたく

のに使う後ろ羽はこれから広げます。
2018/4/25.1併高。飯山満2.「千鼎副知 前囃>

ダンダラテントウ
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ナミテントウと違つて、こちらは紋の数によって名

前が異なるからややこしい。ほかに、ヨツボシ、 トホ

シ、ジュウサン、ジュウシ、ジュウクなどがいる。

なぜかわからないがこの名前を真つ先に覚えた。テ

ントウムシといえばニジュウヤ本シだと思い込んでい

た。浜町公園ではすミとすナホシが中心でそのほかは

めつたに見なかつた。
ぐコ2017/6/26.留跡高・浜町1「浜町2,湿■|

一見ナミテントウ。触角で見分けられるというが、そ

こまでは確認しなかつたc模様だけでの判断。

名前は漢字で「段跳薦孤虫」。段だら染め、段だら本莫本羨

からの昴名だそうです。新選組のユニホームの袖や裾

にあるあの三角模様です。この写真の模様では首を傾

げますが、図鑑の模様違いの中にそういえばそう見えな

いこともないか、というのが居る。
く
=12019/3/27船

橋・浜町1り軍膨撻割

キイロテントウ

うどんこ病の菌を餌にするコイコ。体についた菌を他の葉

や実へ運′Sヽことがあるので、その点は園芸家や農家の皆さん

はご注意を。私が見たすミやすナホシの羽化では、はじめは

地の色が黄で、見ている内に赤<なつたり黒しヽ点があらわれ

たりと変化した。このテントウはそういったエネルギーや時

間を惜しんで種の維持に奮闘努力するのでしょうか。

202ン710.ハ干代・ゆりのさ台5「サニーハウス」lF室内 t=〉
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バ ラ

花屋さんで色、柄違いのバラを選びました。名前を聞きました。これと
これはバラ、こちらはスプレーバ。ス
プレーバとは耳のせいの間き間違いで
正し<は スプレーバラ。スプレーギ
クというのは知つていまして、色の様
子からスプレーで色を吹きつけたイヤ
ミなヤツだと嫌つていました。で、こ
のバラも着色かと思いました。

調べました。spray 花の付<茎が
さらに分かれてそれぞれに花が咲<種
類のこと。噴霧器で香水を噴射するよ
うに花がワッと咲<様子からの命名ら
しいと知りました。また一つ知識が
増えました。
今後はスプレーギクと名札のある菊

も選ぶ対象にしようと心に決めた目を
窓に向けると、すけすけになつたユリ
ノキの姿があります。
バラは八千代市の市の花。私が歩<範
囲では探さないと見つからない程度で
す。市の花を市民投票で決めたのは平
成 9年ということなので、すでに京成
バラ園が有名になっていた頃でしょう
から、そんなことが皆さんの頭にあっ
て投票したのかなと思います。

2023/11/15


